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；　看護ゼ笠臆珍脚す　篇き葺
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釣取り組み」報告　　　師長室　稲填洋子

（Dポートフォリオとは　②研修にどのように取り入れてい

るか　③今後の取り組み　の3点について報告。「初めて聞

いた」「実際に自分が実践してみないとイメージがわかな

い」などの感想が出され、まだまだ浸透していない現実が

わかりました。4月入職の新人看護師さんも取り組みます。

今後も学習会を計画していくので参加してくださいね。

立寄転置軍資琶』　慧撞編棒　蒔田窟轟悪鬼
14歳女児、6歳男児、8か月男児の母にそれぞれ患者参加型・

家族参加型看護計画を実施。やりとりの中で不安が軽減し

たり、信頼関係が築けたり…、などの成果が現れました。

入院期間の短い小児科ですが、これからも積極的に参加型

看護計画を実践していきたいとの決意でした。

『嘉護に必苧執むの噸

A氏が訓えてくれたこと～三

各面病棟　山形蓉持‡子悪鬼

放尿、オムツいじり、危険行動などのある困った患者

さんのA氏。実は「看護師さんに迷惑かけたくない」

という気持ちがそのような行動になっていました！

そのことに看護師が気づいてからは、できることも増

え、ADLも改善。患者をありのままに捉える「心の眼」

の大切さを改めて学んだ事例でした。

牽献脊髄尋酎竃　いろいろなイベントと重なったため、参加者は

慧≡芸誓；雲：≡ご誓≡≡芸≡三三三…霊こ霊か　擬
次回の看護ゼミ臥3月ほ8（金）日時～柑時です⑳　絵ミ芦

事例発表は2階病室と4番病棟の予定、学習企画もあ
り辞す⑳　皆±んの参加訴待ちしこいきすf
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山ト、円い


